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The experiment of rice storage by utilizing an old minc of Ohya Stone.
Takeo AOKI, Masayuki SUZUKI, Masahiro YAMAGUCHI

Yukio CHIKARASH! and Kiichi NAKAYAMA

Summary

Since low temperature is desirable for maintaining the quality of husked rice during storage,
the experiment of cave storage by utilizing natural low temperature was carried out for five years
in an old mine of Ohya Stone. The temperature could be kept below 15 C in the cave, but the rel-
ative humidity was higher than equilibrium value of moisture content of husked rice, and therefore,
it was necessary to dehumidity the storage room. In case that husked rice containing over 15%
moisture was tested, deterioration of rice quality was recognized. On the contrary, the quality of
rice hardly changed in husked rice conaining about 14.5% moisture. Therefore, it is considered
that the relative humidity should be kept at about 70%, in order to keep the moisture of husked rice
at 14.5% under low temperature (5~10 C ) condition.

Bull. Tochigi Agr. Exp.
Stn. No.39: 1~8 (1992)
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大谷石採掘跡を利用した玄米の貯蔵法について

青木岳央＊・鈴木正行＊＊・山口正篤・近嵐幸夫＊＊＊・中山喜一

言

緒

1

　近年消費者からは，おいしくて安全な米への

要望が強まる中，本県は全国でも有数の米の生

産県として，「コシヒカリ」を中心とし銘柄米

を全国各地に出荷している．

　一方，年間を通して品質の高い米の安定供給

を図るには，米の変性を避ける適正条件下での

貯蔵が必要となってくる．　米の貯蔵において

は，夏場の高温多湿の時期の管理が特に問題と

なるが，貯蔵中の品質低下を抑制するために，

低温貯蔵が有効であることはすでに実証されて

いる1’3）．夏場を経過する貯蔵の場合，常温貯

蔵では品質の低下を招くため，低温及び準低温

倉庫が利用されている．

　しかし，本県は他の生産県に比べ低温倉庫の

設置数が少なく，年間を通して低温貯蔵による

米を安定的に供給することが困難となっている．

現在の農協関連の農業倉庫の最大収容量は42万

トンであるが，この内の低温倉庫における最大

貯蔵量は6万トンで，全体の約14％に過ぎない．

現在年間を通しての低温貯蔵による米の安定供

給を考慮すると，低温倉庫の必要量はおよそ10

万トン程度と考えられ，収容量で4万トン程度

の低温貯蔵倉庫が不足していることになる．こ

のため，低温倉庫の建設や改造が進められてい

るが，建設や改造には莫大な費用が必要となる．

　このような状況のもと，低コストの貯蔵法の

確立が求められているが，自然の低温帯を利用

した貯蔵法の一つとして，大谷石採掘跡におけ

る玄米の貯蔵の可能性を検討することになった．

　　＊現栃木県足利農業改良普及所

　今までにも自然の低温帯を利用した貯蔵法試

験は実施されている。滋賀県琵琶湖での水中貯

蔵2）はその代表的なものであるし，大谷石採掘

跡においても鶴田6）によって既に試験が実施さ

れている．大谷石採掘跡は洞窟内の温度が低温

であるため貯蔵には適しているものの，湿度は

玄米の水分と平衡する湿度より高い．このこと

から鶴田は坑内における玄米貯蔵においては，

玄米袋を防湿膜で包むか，貯蔵庫内を除湿する

必要のあることを指摘している．鶴田6）は前者

の方法で試験を実施しているが，今回筆者らは，

貯蔵庫内を除湿する方法も加えて，低温条件下

における貯蔵玄米の品質，食味および平衡水分

について検討し，若干の知見を得たので報告す

る．

＊＊現栃木県小山農業改良普及所

皿　試験方法

　1．試験場所

　栃木県宇都宮市大谷町の大谷石採掘跡で実施

した．試験は1986〜1988年と1988〜1990年の2

回にわたり実施し，1回目は地下約15mの横坑，

2回目は地下約50mの横坑を用いた．なお対照

とした低温貯蔵（以下低温区と略す）は栃木県

宇都宮市内の経済連倉庫で実施し，常温貯蔵

（以下常温区と略す）は栃木県農業試験場内の

倉庫で保管した．

　2．試験期間

　試験は1986年12月〜1988年11月と1988年12月

〜1990年11月の2回実施した．玄米の品質およ

び食味についての調査は，いずれも入庫時と翌

年の5月（6カ月後）・9月（10カ月後），翌々

　　　＊＊＊現食品工業協会
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